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（昭 和 44 年 5 月 11 日，於 　広 島 女 子 大　大 講 義 室 ）

講　演 　要　旨
「

Stgtonychi α mvtilUS の 分 裂期 に お け る

　　　　　　微細 構 造変化

渡　 辺 清 （広 島 大 ・理 ・
動）

K ．WATANABE ： Fine ．s しructural 　 changes

　　during 　division　of 　St］’tonychia　 mytitus

　5tylonychia　 mytilus の 栄養期に お け る 口 域 は V

字形 を示 し，波 動 膜 と膜板 に よ っ て ふ ち ど られ て い

る e 大 核 第 ・回 分 裂期の postcrior　sister で は ， 波

動 膜 と膜 板 の 区 別 は な く，凵 域 に 多数の 繊 毛 が 縦列

に 群生 して い る。各繊毛群 は 2〜3 列 の 繊毛列 よ り

成 り，互 い に 直角 に 形成され る。さらに 発生が 進み

大核第二 回分裂期 に な る と ， これ らの 繊 毛 は 2 つ の

繊 忌器官，す な わ ら ， 波動膜 と膜板 に 区別で き る。
ま た 核 に 関 して は ，大核 の 融台期か ら第 二 回分裂 期

ま で 観察 した 。特 に 小 核 の 分 裂 終 期で は，chromatin

塊 と 旧 核膜 の 問 に 多数 の 小 空 胞 が 認 め られ ，こ れ ら

が 互 い に 連絡 して 新核 を 形成す る。

ゾ ウ リム シの ATPase 活性に 関する

　　 電 子顕 微鏡組繿化学的研究

川 上 久 子 （鈴峰 女 了
・
短大 ・保）

H ，KAwAKAMI ：　 Electron　 histQchemical

　　 study 　on 　ATPase 　activity 　of　Paramecium

　 　 bursaria

　Paramecium 　bursaria と そ の 細胞内に 共 生 す る

Zoochlorella との 間 の 物質輸送 に 関 して ，　 ATPase

酒 性の 分布 状 態と 阻 害 剤の 効果 を、前報に 引 続 い て ，

さらに 詳 し く竃頭 に よ り検討 した、

　Zoochlorellaの 細 胞壁付1玩に 酸素活性 が み られ

る。こ の 活 性 度 は 本実験 の 範 囲 内 の 基質濃 度，反 応

温 度 及 び 時間 で は 差 が み られ な か っ た。 分裂 中の

Zoochlorellaで は 一
般 に 1舌性 が 低 い 。 フ 卩 ジ ン で

は ， こ の 活性 は 阻害 さ れ るが ，O．25　mM 以下の 砥

濃 度 で は 逆 に 強 く活性化 さ れ る 。ウ ワ バ イ ソ で は ，

  ．1mM で 活性 を阻害 しな い が，　 O．2mM 以 上 の 濃

度で は 活 性 が ほ とん ど 阻害 され る。以上 の 結果を

t「ichocyst で の 結果 と 比 較検討す る。

マ ボ ラ脳 に お け る 滑車神経核 の 電子顕微鐘的観景

屋 敷 和 三 （R取 大 ・医 ・解）

K ， YAsHIK 星 ：　 An 　electron 　 rn 】croscopic

　 　 observa 仁三〇n 　of 　the　trochlear　nucleus 　in

　　Mugii　 cePhalus

　 マ ボ ラの 滑卓神経核は，中脳 に み られ る動 眼神経

核 の 尾 方 の 外 上側 に 位置す る。主 と して 内側縦束及

び 中脳小脳 よ り くる神経 繊 維 が，本核を形成す る。
一

方 神 経 細 胞 よ F）で た 神 経 突 起 は 滑 車 神経 束 とな り

外 上 側 に 走 り，半円 を画 きな が ら脳 室 を横 ぎ り，中

脳 正 中面 に お い て 左右 の 滑車神経 は交 叉 す る 。 交 叉

後神経栗は 横走 し 中脳 部 よ り外に で る。

　本核を構成す る神経細胞 は ， 径約 30
μ の 円形細

胞 で 中央 に 円形 の 核を有す る 。 胞体内に は
一
般構造

物 以 外 に ， 粗面小胞体の 分化 した 構造を認 め る。

　神経終末 の 大部分 は bouton 　 te「minaux で あ る。

神経終末部側内に は連 接 ／」丶胞，糸 粒体 の 集積が 観察

さ れ る ほ か ，グ リ ＝ 一ゲ ン 様顆粒 の 分布 が 認 め ら れ

る。連 接 膜構造 は 膜間隙の 広 い もの と，密着 した 二

つ の 型 を認 め る。時 に ，spoon 　 type の 終宋が 観察

され る
。

シ ャ ミ セ ン ガ イの 卵と精子 の 微細構造

沢 田 允 明 （愛媛大 ・教養 ・生）

越 　 智　　 脩 （愛媛大 ・理 ・生）

N ．SAwADA 　 and 　 O ，　 OcH ［：　 The 　 ultrastruc ．

　　ture　of 　the　egg 　and 　the　sperm 　in　Linguta

シ ャ ミ セ ン ガ イ の 卵巣及 び 精巣を グル タ ル ア ル デ

●

胴

剛
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，

ヒ ドで 固定 して 微細構造を観察 し た。

　卵に 特 徴的な こ と は ， 卵膜 の ま わ りに あ る ゼ リ
ー

層 と考 え られ る 部 分 に 周 期 的構造 を も っ た 繊 維 状 の

物 質が み られ る こ とで あ る．

　精 子
・
に あ っ て は そ の 尖 体 は 球 形 で ，リ ソ グ 状に 密

度 の 高 い 部分 を有す る s
ま た ，以 上 の 構造 が ， どの

様 に 形成 さ れ て ゆ くか を 推察 し よ うと 試み た ，

カブトガ ＝ 鯉 の 懲細構造

川 　口 　四 　郎 （岡 山 大 ・理 ・生 ）

S・KAwAGuCHI ： Electron 　micrescopy 　on しhe

　　gill　 of 　 the 　horseshoe 　crab

　 カ ブ トガ ニ 鰓 は 胴 部 游 泳肢 の 第 二 肢 か ら第 六 肢 ま

で の 後面 に 130〜170 枚 の 薄板 が 重な っ た もの で あ

る 。こ の 薄板 の 両側 は ，薄い キ チ ソ 膜で お お われ た

一
列の 上 皮細胞で ，中央は 空所 と な り，こ こ を 血 液

が 通 るe 両側 の 間に は，筋肉様 の 支柱 が た く さ ん あ

る。 こ れ を側 面 か ら 見 る と，多 くの 小 点 が 分 布す

る 。

　鰓薄板 の 側面 に ，楕 円形の 白色の 部 分 が 認 め られ

る
。

こ の 部分 は ，電顕 で 見 る と ， 他の 部分 と は 全 く

異 な っ た 上 皮 細胞 で お お われ て い る。 この 細 胞 に

は ， 表面 か ら 深い 落 ち こ み が 多くあ り，そ の 悶 に ミ

ト コ ソ ド リ ヤ が 並 ん で い る。こ れ らの 構造 は ，腎臓

の 細尿管 の も の と 非常 に よ く似 た 点 が あ る。こ の 部

分 が，塩分濃 度調節作用 を す る も の と考え られ る。

篇形動物無腸 類 と そ の 共 生 藻 類 と の

　　　　 共 生 関係 に つ い て

弥 益 輝 女 （岡 山 大 ・理 ・臨海）

T ．YAMAsu ： On 　the 　symbiotic 　relatienship

　 　 be しween 　 some 　 acoel 　flat　 worms 　 and 　 their

　　 algal 　 syrnbionts

　無腸類 3 種 （Convoluta　ros ‘o∬ enSls ，　｛反に 　C ．

sp −1 お よ び C ，　 sP −2 と す る ） か ら単 離 し た 緑色鞭

毛 藻類 3 種 （い ずれ も 4 本の 鞭 毛 を 有 し， ブ ラ チ モ

ナ ス 属 の ピ V ノ イ ド型 を示す）を用 マ・て ，それ ぞれ

の 動物 に つ い て 孵化直後で 共 生 藻 が 入 っ て い なヤ・状

態 の 幼生 に 各 自の 共生 藻 を re ・jnfect す る 実験を行

な っ て ， 共生関係が 容 易に 達成 さ れ る こ と を 確 か め

た 後 ， 種特異性 に つ い て ，互 に 共生藻 を 換 え て

infection 実験 を 行 な っ た。他 種 の 共生 藻 を infect

する と，ホ ス ト と し て 用 い た 幼生 の 種類 に よ り程度

の 差 は あ る が ， い ずれ も 自己 の 共 生 藻 に よ る re ・

infectionの 場合 に 比 し幼 生 の 成 長 は 遅 れ る。特 に

C ・sp −2 で は 他 の 2 種の 共生藻を infectす る と 藻

細胞 は 数 日間 は 幼 生 内 に 散在す る が や が て 消滅 し，

幼生 は 成 長す る こ とな く死滅す る。

　個 々 の 単離培養藻 に つ い て 形態 お よ び 微細構造の

比 較検討を 行 な う と 共 に 上 記 の 特異性 に もと つ い

て ，そ れ ぞ れ 作 りだ し た 新 しい 組 合 わ せ の 共 生 単 位

に つ き動 物 体 内 で の 藻細胞の 状 態 ，形態，動物細 胞

との 関連等 を 比 較検討 し た
。

無尾両生類 に おける人 為的キ メ ラ の

　形態学的ならびに 免疫学的 研究

八 木 禎 三 （広 島大
・理 ・

動）

　T ．YAGI ： MorpholQgical 　and 　immunological

studies 　 on 　artificial 　 chirneras 　重n 　しhe　anura

　 ； ホ ン ア カ ガ エ ル ， ヤ マ ア カ が エ ル お よ び ツ シ マ

ア カ ガ エ ・レ を用い ，体 の 弟半 と後 半 と が 異 種 の 組 み

合 わ せ ，お よ び 純粋陣 と雑 種 との 組み 合 わ せ か ら な

る キ メ ラ を作成 し ， そ れ らの 発 生，形態な ら び に 雌

雄性 に っ い て 調べ た t／そ の 結果 ，い ず れ の 紐 み 合 わ

せ に お い て も，皮膚移 植 の 際 に み られ る よ うな 顕著

な 拒否 反 応 は み ら れ ず，癒 台 の うま くい 一
っ た も の

は ，対 照 区 と ほ と ん ど変わ りな く発生 した 。丁術数 に

対す る 変態完了 個 体数は ，ニ ホ ソ ァ カ と雑 種 （ニホ

ソ ァ カ ♀× ヤ マ ア カ e）との キ メ ラ で 約 25％， ニ

ホ ン ア カ と ツ シ マ ア カ と の キ メ ラ で 約 5％ で あ っ

た s キ メ ラ と な っ て も，そ れ ぞ れ の 種 に 特異的 な 外

部形態は ， 全 発生 過程 を 通 じて 観察され ，前半部 と

後 半 部 との 相 互 作用 は 認 め られ な か っ た。性 の 分化

に 関 し て は ，前 半 部 ニ ホ ソ ア カ と後 半 部 雑種 と の キ

メ ラ は ，す べ て 雄 で ，繁 殖 不 能 で あ っ た c こ れ と 逆

の 紅 み 合 わ せ お よ び 2 種閤 の 組 み 合わ せ の キ メ ラ

は，い ず れ も雄が 雌 よ り も 多 く，ま た雄 で は 常 に走

常 な精子 の 形成が 観察さ れ た。

日本産 ア カ ガ エ ル 4種 と チ ョ ウ セ ン

ヤ マ ア カ ガ エ ル と の 問の 繁殖隔離

上 「Tl 博 唔 （広 島 大 ・理 ・両生 研 ）

H ．UEDA ： Reproduc しive　 i301ation　between

　　 four　species 　of　Japanese　brown 　frogs　and
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